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小惑星イトカワのクレーター候補地形サーベイ

Surface morphology of the asteroid Itokawa: survey for impact structure
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小惑星探査機はやぶさの取得データをもとに，小惑星イトカワ上に存在する衝突クレーターの探索を行った．イトカ
ワ上にはお椀形の古典的なクレーターはほとんど存在しない．このため，画像および形状データから，円形の凹地形を
クレーター候補地形としてピックアップした．また，円形の平坦な表面を持つ地形も，凹地形に細粒の物質が堆積した
ものと考え，クレーター候補としてカウントしている．同時に，これら地形の特徴についても記載を行った．


